
第
八
巷
　
　
紹
　
　
介

し
て
之
に
騎
続
せ
る
政
界
の
有
縷
や
、
文
化
の
推
移
に
も
書
及
し

畠
山
．
斯
波
．
細
川
・
山
名
氏
等
幕
府
元
老
の
嚢
蓮
凋
落
を
も
蓮
べ
、

終
尾
爲
景
北
條
早
雲
の
勃
興
を
講
じ
、
間
々
文
藝
、
宗
数
の
間
題

を
挿
み
以
て
戦
國
時
代
を
描
出
せ
ん
が
た
め
の
先
馳
た
ら
し
め
、

各
地
方
に
於
け
る
勢
力
の
憂
遷
を
見
て
群
雄
割
糠
の
形
勢
を
晒
示

し
た
も
の
で
、
す
べ
て
五
士
二
章
か
ら
成
り
、
足
利
將
軍
織
下
の

筆
蹟
、
寿
像
等
号
葉
の
乳
量
を
暗
め
て
居
る
。
今
本
書
に
描
か
れ

た
時
代
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
活
動
の
氣
に
満
ち
く
て
、
漸
く

中
世
か
ら
近
世
に
移
ら
う
ε
す
る
所
謂
黎
明
期
に
繁
り
、
囲
史
の

中
で
最
も
興
味
の
あ
る
臨
代
で
あ
る
だ
け
に
、
事
件
紛
糾
極
り
な

く
史
實
の
最
も
錯
難
し
た
時
で
あ
り
、
し
か
も
暴
礎
ミ
し
て
繋
る

べ
き
史
料
導
く
、
旧
ひ
命
確
な
る
記
録
文
書
の
精
贋
な
る
考
察
に
よ
り

て
歴
史
を
組
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
臨
代
で
あ
り
、
加
ふ
る
に
從
來

雁
史
の
中
心
は
京
都
が
鎌
倉
か
の
僅
か
な
る
地
鮎
に
す
ぎ
な
か
っ

た
も
の
が
、
各
地
方
に
幾
多
の
小
中
心
鮎
が
萬
來
た
時
代
で
あ
る

か
ら
、
其
の
研
究
は
蕾
に
史
料
の
詮
索
…
の
み
な
ら
す
、
廣
大
な
る

視
野
を
右
つ
の
園
難
を
翻
へ
た
時
代
で
あ
る
事
は
今
夏
言
ふ
を
倹

た
な
い
事
で
あ
る
が
、
本
書
は
よ
く
こ
れ
ら
の
困
難
に
堪
へ
得
べ

第
三
鷺
　
　
　
四
入
　
（
五
一
〇
）

き
薯
者
の
講
蓮
で
あ
ろ
か
い
、
其
所
論
み
な
耳
を
傾
け
る
に
足
り

る
も
の
で
あ
る
が
、
殊
に
足
利
義
満
の
封
皇
室
態
度
を
凝
親
し
、

懸
永
の
年
號
は
天
皇
の
年
號
に
非
す
し
て
聖
遷
の
年
號
で
あ
っ
た

事
を
看
破
し
、
義
満
最
終
の
隠
的
は
義
嗣
を
天
子
ぐ
」
な
し
、
自
ら

は
太
上
天
皇
た
ら
ん
ξ
す
る
に
在
っ
た
、
も
し
彼
が
A
ユ
年
存
生

せ
し
な
ら
ば
、
必
ず
や
金
園
を
導
け
、
國
史
を
汚
し
た
に
相
建
な

い
S
断
じ
て
其
、
不
敬
を
責
め
て
居
ら
る
」
な
噛
ご
は
、
博
士
の
熱
血

の
濫
る
Σ
癬
§
冨
ふ
べ
き
で
あ
る
。
菊
版
三
五
八
頁
、
（
定
儂
三
、

○
○
。
明
治
害
院
嚢
打
）
〔
以
上
中
村
直
〕

　
　
⑳
近
世
和
歌
史
　
　
　
　
丈
學
樽
士
佐
々
木
信
綱
著

　
諸
般
の
事
象
に
於
て
、
特
異
の
文
化
を
織
り
幽
し
た
我
近
世
期

の
風
潮
に
験
し
て
は
、
和
歌
の
み
猫
の
無
關
心
で
有
る
べ
き
で
な

い
。
其
様
に
何
等
か
の
氣
蓮
の
御
成
を
見
、
特
殊
の
色
合
を
呈
し

て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
も
之
が
事
實
果
し
て
如
何
な
る
も
の

な
り
し
や
に
就
て
、
之
が
史
的
礎
展
の
纏
渦
を
、
組
織
的
に
系
統

的
に
研
究
を
施
し
、
一
の
纒
つ
た
甘
酸
に
作
り
上
げ
た
物
は
、
從

來
殆
さ
存
在
し
な
か
っ
た
。
其
鋏
陥
、
其
不
満
を
、
本
書
の
出
現
、

に
由
っ
て
、
或
程
度
迄
補
ふ
事
を
得
た
の
は
、
我
等
の
正
に
喜
び



S
す
る
所
で
あ
る
。
彼
の
、
前
代
よ
り
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
斯

道
の
第
一
入
者
、
細
川
幽
辛
煮
其
門
流
よ
り
築
を
起
し
て
、
元
隷

古
畢
興
隆
期
の
長
流
契
沖
に
入
り
て
、
愈
々
近
世
和
歌
史
の
意
解

を
確
立
し
、
次
い
で
眞
淵
の
縣
居
派
、
宣
長
の
鈴
屋
派
、
千
蔭
春

海
等
の
江
戸
派
、
及
び
元
隷
以
後
の
論
難
涙
を
顧
み
つ
、
景
樹
の

桂
園
派
に
移
り
行
き
て
、
逡
に
近
世
末
期
に
至
る
漕
長
黙
認
を
叙

し
た
る
本
書
は
、
至
極
忌
明
な
る
記
蓮
振
ミ
、
各
歌
人
の
豊
富
な

る
作
例
一
こ
百
三
十
岡
に
盛
れ
る
筆
蹟
爲
眞
版
並
に
其
熱
論
ミ
、
巻

末
の
近
世
歌
入
系
譜
・
こ
、
凡
そ
此
等
四
個
の
特
色
に
依
り
て
、
近

世
和
歌
史
の
概
略
に
通
ぜ
ん
ε
す
る
者
の
爲
に
は
、
甚
だ
恰
好
の

趣
味
あ
る
手
引
書
た
る
の
資
絡
を
備
へ
て
居
る
。
睡
併
し
乍
ら
本

書
素
霊
東
京
帝
國
大
鹿
に
於
け
る
講
義
草
稿
を
「
更
に
一
般
の
讃

者
に
ふ
さ
は
し
い
や
う
に
書
き
改
め
」
ら
れ
た
も
の
な
る
が
故
に

智
識
ε
考
察
ε
に
於
て
、
今
一
渉
深
き
、
廣
き
、
且
聴
き
を
求
め

ん
言
す
る
讃
者
に
封
し
て
は
、
多
少
簾
焉
た
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を

琵
れ
難
い
。
（
博
文
舘
嚢
行
、
定
玉
章
・
二
〇
）
〔
中
村
喜
〕

　
　
働
外
蒙
古
近
世
史
　
　
陰
草
細
編

　
本
書
の
著
者
は
武
門
の
産
久
し
く
漠
北
の
地
に
在
官
し
機
務
に

第
入
巻
　
　
紹
　
　
点

画
り
た
る
人
、
其
の
記
す
る
所
は
其
の
實
地
見
聞
に
基
け
る
宣
統
．

三
年
外
蒙
古
猫
立
以
後
民
國
十
年
に
至
る
間
の
歴
史
な
り
、
第
一

篇
聯
立
時
期
欄
外
蒙
は
第
嚇
章
家
立
之
原
因
に
て
清
廷
用
人
之
失

血
、
酉
藏
劇
魔
謀
黒
革
去
名
品
、
迫
向
哲
難
聴
借
用
槍
枝
、
三
多

懲
辮
徳
義
湧
槍
案
、
抗
蓬
親
王
等
赴
俄
求
援
等
の
諸
項
、
第
二
悪

血
立
時
の
轡
形
に
て
俄
兵
爽
庫
、
貰
下
六
項
、
第
三
恩
讐
人
之
密

謀
に
て
俄
人
聯
絡
汗
王
及
難
民
以
下
七
項
、
第
四
章
漁
人
の
自
治

に
て
與
俄
入
私
訂
條
約
以
下
六
項
を
詳
怨
し
、
第
二
篇
申
言
會
議

後
之
外
張
は
第
↓
章
北
京
轡
型
に
て
中
俄
第
一
次
開
交
條
件
以
下

六
項
、
第
二
章
恰
克
烏
黒
議
に
て
提
議
取
無
機
蒙
帝
號
以
下
十
同

項
、
織
三
章
陳
簸
治
蒙
に
て
頒
布
外
翼
古
宮
剃
以
下
十
六
項
、
第

四
章
蝋
燭
二
心
に
て
設
立
銀
行
以
下
二
十
項
目
第
三
篇
華
墨
自
治

後
意
外
蒙
古
は
第
一
章
取
錆
自
治
壁
書
愚
に
て
王
公
之
層
雲
以
下

八
項
、
第
二
章
同
志
鐸
増
感
に
て
冊
封
典
禮
以
下
十
一
項
、
第
三

章
陳
寄
接
任
に
て
官
制
改
組
以
下
馬
克
圖
失
点
ま
で
二
十
項
を
詳

論
し
昨
年
七
月
の
出
版
に
係
る
。
清
末
よ
り
現
説
に
至
る
支
那
の

封
外
蒙
古
政
治
的
關
係
を
知
る
に
甚
だ
便
利
な
る
も
の
ミ
す
。
（
商

務
所
書
館
養
魚
、
定
償
大
洋
堂
元
）
〔
那
波
〕

第
三
號
　
　
一
四
九
　
（
五
一
こ


